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  VERSAN ’T’「M とは

　VERSANT 「M
は心理言語学、音声処理技術 、 テ ス ト理論の 研 究に基づ い て 開発 された世界初

の 完全 自動 口頭 英語テ ス トで す。 特許技術で ある高度な音声認識技術 を利用 して 、受験者の 口

頭英語力を迅速か っ 客観的に判定します。 VERSANTTM で は 日常の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン で 根底

とな る、音声英語の 処理能力 を重視 して い ます 。 その た め 、 従来型の 英語試験の ように受験者

が どれ だけ英語を知 っ て い るか よ りも、 実際に リア ル タイム に どの 程度英語 を聞い て 、理解 し、

発話できるかを測定 します。

　 リア ル タイム で の パ フ ォ
ーマ ン ス が 要求され る VERSANTIri

・
M で は、本 当に英語 が話せ る よ う

にな らない と点数を上 げるこ とがで きない ため、真の 実力が判定で きます 。 従 っ て 、テ ス ト対

策 よ りも、授業・研修の カ リキ ュ ラム 内容や、受験者の 日ごろの 英語学習が 、 率直に結果 として

表れ ます 。

　また自動採点シ ス テ ム の 最大の 利点は、 受験者数に左右されない 、即時性と客観性 です 。
ス

ピー
キ ン グ試験 で は長年の課題で あっ た部分 も、 VERSANTITrMで は受験終了後数分以内で客

観的で
一

貫 した採点結果を閲覧で きます。採点結果には総合点の 他、　「文法」　「語彙」　「流暢

さ」 「発音」の 4 っ の 診断的サブ ス コ ア も報告され ます。こ の よ うに 実用性、客観 陸、利便性、

信輯 性な どの面 か ら、日本 を含め世界中の 企業や教育機 関、政府機 関な どで採用 されて い ます 。

　 本発表で は大阪教育大学 と大阪市立大学で の導入事例 をもとに、日本 の 大学の 英語教育とい

う枠組みの 中で の VIERSAN ’1’「M の 有用性 、可能 腔、今後の課題などを検討 して い きます 。
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  蠶

　大 阪教育大学の 取組
“
教える 嘆 語力」 向上 プ ロ グラム の 構築

”
は 、 大学卒業者に相応 しい

英語力 を身につ け させ るの み な らず、さらに これか らの 学校現場で の 外国語活動 （英語教育）

に必 要 な種 々 の 能力の 育成 とその 評価を確立 し 、 教員希望者の 英語能力の 向上を図ろうとする

もの で す。 英語基礎力の 達成評価 として は 、
TOEIC 、　 TOEFL 、英検な どの 外 部テ ス トに加 え

て 、VERSAN ’1’「M を導入す るこ とで 、口頭英語表現能力 を客観的に測定 します。

　2010 年 1 月に試行的に、141 名の 学生 が、自宅お よび学 内の 固定電話にて受験 しま した。ア

ン ケー トの 感想結果か ら、
「難 しか っ た」、「緊張 した」 とい う印象が大半で したが、「聞き取る

カ と集中力 も必要だ と思 う」、「今回の テ ス トで 自分自身の 発話力が どの程度なの かが わか っ た亅、

「語彙力不足が分か っ たの で 次の テ ス トに むけて頑張 りたい k 「ス コ ア の 結果は、ス キル 別 に

な っ て い たの で 、 今後 自分が どこ を伸ば して い けばい い の か よ く分か り、い い ア ドバ イ ス に な

っ た」 な どの
、 肯定的で示唆に富む感想 が多く見受け られ ま した。

　VERSANT 「M
は、評価の み ならず、学生 自身の英語力向上 の動機付 けな らび 、小学校英語 の

指導的教員の養成に繋がる もの と考えて い ます 。 年度ご と、5 月 と 1 月 に実施 し して い く予定

で、4 年間を通 じて行 うこ とで 、総合的 ・
体系的 な英語力 向上 につ なが るこ とを 目的としてい

ます。

  聾

　大 阪市立大学で は2005年 に全学英語教育検討委員会が設立 され 、 全学共通教育の 英語 改革に

つ い て さま ざまな観点か ら議論 されま した 。
こ れ を受 けて 、2006 年4月 に、英語 教育開発セ ン

タ
ー
準備室が設立 され 、

2007 年 4月 に設立 され る英語教育開発セ ン ター
の 提供する英語 カ リキ

ュ ラム の 検討が始まりました。その 中で、新英語カ リキ ュ ラム の 妥当性 を検証する為に、共通

テ ス トの 実施が不可欠 とい う共通認識 が生 まれ、TOEIC ，
　TOEFL を含む英語能力テ ス トを対象

に 、経費、試験時間、実施会場等 を検討 した結果、費用面、運用利便性の 観点か らVERSANT 「M

の 導入 が決ま りました 。

　現在 、 前期は 1年 と2年を併せ て約 3000人、後期は 1年の み約 1500 人 を対象に VERSAN ’1「「M

を実施 して い ます 。 2 年 間で受験す る機会が 3 回あるの で 、 その 度に得られ る評価に関す るデ

ー
タをどの よ うに学生に還元 し、英語に対する取 り組み を支援するかが今後の 課題で す。

VERSAN ’1’「M
に 関するお 問い合わせ

株式会社 ピア ソン ・エ デ ュ ケー
シ ョ ン VERSAN ’1’TM 事務局

電話 ：03−5929−6090　　FAX ：03−5929・6098　 Email ：ver 織 nt ｝r或短
 

、毛
・a≧

・
蹴 1　com

そ の 他VERSANT 「M
に 関する情報 ：

　　　　VERSANT 「M
国内サイ ト ：　 “ ww 　ver 惣 n 重 io（Enghsh 　availahle ）

　　　　VERSANT 「M 米国サイ ト l　 www ．o 織 隙 te、eom

　　　　妥当性検証 レポー ト （英文）

　　　　　　　　 www ．ord 血 at妃」．oolnltec1皿 tL，le　g’y／Ver3a豆 tE登 1ishTeSl　Valid韻 重OIL　N ぜ

そ の 他学会発表資料、論文等 （英文）

　　 　　 wwW ，（丿rdinate 　C｛｝エn ／〔だ・chn く，i〔♪σ y！r愛）seとlru三】 s 〕
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